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126.サンフランシスコ市のコミュニティガーデンの実態とガーデンコーディネイターの役割

Comlnunity Cardens in San Francisco and the Role of Garden CoordinatOrs
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ln Japan, during thc Past fCW years, community gardcns have been uscd to promote cOmmunity

dcvcloPmcnt  USually thcsc gardens arc sma1l opcn spaccs dcsigned and constructcd 、 vith public

participation, and arc pcrccivcd and uscd as parks.Using comlnunity gardcns to foster community

dcvcloPmcnt V`as originated in the United Statcs, and curTcntly function wcll in every statc, lhis casc

study invcstigates thc managcment and structure of community gardens in San Francisco and thc sensc of

community that shared among gardeners,Wc found thati l)thc Japanese definition of community

gardcn diffcrs from the definition of community garden in San Francisco; instead, San Francisco

community gardcns havc a doser rcscmblancc to the Japancsc rental farlns, 2)san Francisco community

gardcn coordinators play an esscntial rolc in community dcvelopmcnt.

【qメ″θrrs: Community Carden,Rcntal Farm,Community Dcvclopmcnt,Gardening,Citizcn Participartion
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1.1よ じめに

都市住民が都市公園等の都市のオープンスペースのデ

ザインや管理に直接関わることは、体験的にまちづくり

の意味を学ぶ効果を持っている
Dことから、また、このよ

うなオープンスペースのデザイン等は比較的合意の得や

すいテーマでもあることから
か
、近年住民主体のまちづく

りを進める上での材料として頻繁に活用されるようにな

ってきている。特に、オープンスペースに緑を植栽する

行為を住民が共同で行うことは、住民どうしのコミュニ

ケーションを図るきっかけとなるだけでなく良好な環境

づくりにも直接的に貢献することから、様々な取り組み

がなされるようになってきた。このようななかで緑の持

つコミュニティ形成機能に着目して 「コミュニティガー

デン」 (以下 「CC」と略す。)を作る活動の啓発が行われ

るようになるとともに
"°
、実際の取り組みも様々な形態

で行われるようになってきている。
°)の

しかし、我が国におけるその概念や定義についてはま

だ確立したものがあるわけではなく、またコミュニティ

という用語にしても、ガーデンという用語にしてもその

意味は広く、人によって受けるイメージも異なることか

ら、それぞれの人がそれぞれの想いで取り組み、できあ

がったものをそれぞれに 「CG」と称しているのが実状で

ある。実際、前述した文献3)4)でも、CGがもたらす効果

や、CGを作ろうとする場合のワークショップの進め方等

には多くの説明がなされてはいるが、 「CGとは何か」に

ついてのはっきりした定義付けも、具体的にどのような

要件を備えたものをCGと呼ぶのかもはっきりしていない。

全体の記述から、これら著者の考えは 「一つのスペース

を地域住民がワークショップ等の作業を経ながら共同で

デザインし作り上げた小公園」といつたものではないか

と推察されるのみである。しかし、この表現とてこれら

文献の著者の考えを正確に表しているかどうかはわから

ないし、この定義に全ての人が合意するかどうかもわか

らない。このように概念が曖昧なまま、各人がそれぞれ

の考えでそれぞれのものを作っていては、CCの概念がま

すます拡散 ・混乱するばかりであり、今後地域住民によ

る植栽活動のもつコミュニティー醸成効果を発揮させて

いく上での障害ともなることが予想される。

そこで本研究では、CCの発祥の地であり、多くのガー

デンが整備運営されているアメリカ合衆国での実態を詳

細に把握することにより、発祥の地でのCGの概念等を正

確に整理したうえで、わが国においてそれを取り入れる

際の留意事項を明確にする基礎資料を得ることを目的と

するものである。

2.研 究の方法

研究は、その実態を各方面から、できるだけ正確に把

握することとし、(1)主に制度的な位置づけを把握するこ

とを目的とした行政担当者へのヒアリング、(2)主に施設

構成や植栽の実態を把握することを目的とした現地調査、

(3)主にガーデンでの活動に関わる住民等の意識を把握す

ることを目的としたアンケート調査の 3つの方法を採っ

た。

なお、調査対象地としては文献3)において 「アメリカ

合衆国のコミュニティガーデン活動のなかで重要な位置

を占めている」として紹介されている3都市(ニューヨー
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